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 廃棄物処理施設整備による価値の提案                     

 

1 価値創出の種類 

(1)地域事業との連携 

    ごみの焼却にともなう熱は、回収してエネルギーの地産地消に貢献できます。 

    具体的には、新エネビジネスの創出として、地域の民間企業等と連携した地域新電力の 

安定的なベース電源としての活用が考えられ、事業の環境価値を高めることができます。 

地域の事業者にとっても、地域内で再生可能エネルギーを調達できることは競争力 

を高めることにつながり、新たなビジネスチャンスにも繋がります。  

「温水」や「蒸気」を民間の施設に供給している事例は、農業施設や工場等がありま 

す。 

なお、外部熱供給先の位置については、官民を含めほとんどが廃棄物処理施設から 1km

以内となっています。 

 

 

 出典：多面的価値を創出する廃棄物処理施設整備促進 ガイダンス  

図 1 エネルギーの地産地消のイメージ 
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(2)防災拠点として活用 

   廃棄物処理施設が強靱な施設である機能を活かし、地域の避難所として機能するこ 

とができます。また、災害時に大規模停電が発生した場合でも、廃棄物処理施設で 

は、自立分散型エネルギー供給拠点として、回収したエネルギーを電気や熱として施 

設内や近隣施設へ供給することができます。処理施設に加え、近隣に避難機能を持つ 

公共施設を整備する事で、廃棄物処理施設を核とした防災拠点として機能することが 

可能です。 

 

出典：多面的価値を創出する廃棄物処理施設整備促進 ガイダンス 

図 2 防災拠点のイメージ 
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2 事業での活用事例 

(1)余熱を利用した事例（ビニールハウスに熱を供給） 

表 1  活用事例 出典：彩北広域清掃組合 H.P 資料 余熱利用の事例 
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 (2)避難所としての活用事例 

災害時の地域住民の避難場所や帰宅困難者受け入れ施設として活用を想定してい 

る。平常時は管理棟、啓発施設、研修室として使用している施設等で、飲料水、食料 

の備蓄を予定している。 

※新武蔵野クリーンセンターは東京都武蔵野市、クリーンプラザふじみは東京都調布

市に立地。なお、後者は三鷹市と調布市で構成するふじみ衛生組合で管理運営して

いる。 

  

 
出典：公益財団法人廃棄物・3R研究財団 

図3 エネルギー供給する周辺施設との位置関係 

 


